
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
開
か
れ
た

国
民
の
森
林
」
の
実
現
に
向
け
、
国
有
林

野
等
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の

意
見
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
議
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
去
る
11
月
14
日
（
水
）
に

各
地
域
の
代
表
市
町
村
長
等
14
名
と
林
野

庁
か
ら
百
崎
管
理
課
長
、
吉
村
特
用
林
産

対
策
室
長
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
岡
田

局
長
、
木
下
次
長
及
び
関
係
森
林
管
理
署

長
等
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
東
京
都
江

東
区
の
木
材
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
に
、
岡
田
局
長
よ
り
、
国

有
林
野
事
業
の
管
理
経
営
等
に
対
す
る
ご

支
援
へ
の
お
礼
や
森
林
・
林
業
再
生
に
向

け
た
関
東
森
林
管
理
局
の
取
組
の
紹
介
等

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
林
野

庁
よ
り
新
た
な
森
林
計
画
制
度
や
平
成
25

年
度
林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
等
の
中

央
情
勢
に
つ
い
て
、
関
東
森
林
管
理
局
か

ら
は
、
管
内
の
森
林
共
同
施
業
団
地
や
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
、
森
林
の
除
染
等
及
び
海

岸
林
等
の
復
旧
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
出
席
の
市
町
村
長
等
と
森

林
・
林
業
全
般
に
関
す
る
こ
と
や
国
有
林

野
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
情
報
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
市
町
村
長
等
か
ら
は
、
森
林
管
理
・

環
境
保
全
直
接
支
払
制
度
に
係
る
森
林
整

備
や
公
共
建
築
物
の
木
造
化
な
ど
の
木
材

利
用
の
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

係
る
木
材
供
給
、
近
年
深
刻
化
し
て
い
る

鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
、
森
林
の
除
染
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

考
え
方
等
に
つ
い
て
林
野
庁
・
関
東
森
林

管
理
局
か
ら
説
明
す
る
な
ど
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
木
下
次
長
よ
り
、
各
市
町
村
長

等
よ
り
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
・
要

望
等
に
つ
い
て
、
関
係
森
林
管
理
署
等
と

連
携
し
て
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
め
て
い

く
こ
と
、
ま
た
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
、
民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
を
一
層

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
、
会
議

を
終
了
し
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
伺
っ
た
ご
意

見･

要
望
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
開

か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
、
国
民

視
点
に
た
っ
た
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

～
民
国
連
携
に
向
け
た

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
～

去
る
10
月
30
日
～
11
月
２
日
及
び
11
月

６
日
～
９
日
の
２
回
に
わ
た
り
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
計
画
さ
れ
た
「
森
林
官
能
力

向
上
研
修
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
の
ね
ら
い
は
、
「
森
林
・
林
業

の
再
生
に
向
け
た
新
た
な
取
組
へ
の
対
応

と
、
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化
に
対

応
し
得
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
特
に

民
国
連
携
の
推
進
や
民
有
林
支
援
に
繋
が

る
知
識
の
習
得
と
技
術
の
向
上
を
図
る
」

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
講
対
象
者
は
、
現
場
に
携
わ

る
森
林
官
を
中
心
に
署
等
係
長
や
係
員
を

含
む
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
職
務
や
経
験

も
多
岐
に
わ
た
る
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
は
、
大
き
く
分
け

て
前
半
の
講
義
形
式
と
後
半
の
グ
ル
ー
プ

演
習
と
し
、
３
泊
４
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

初
日
、
池
田
計
画
部
長
か
ら
は
「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
基
に
森
林
計
画
制

（３）平成２５年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０６号

挨拶する岡田局長

企
画
調
整
室

森
林
官
能
力
向
上
研
修
を
実
施

市町村長との意見交換

池田計画部長の講義



度
の
見
直
し
や
各
種
取
組
の
再
確
認
及
び

民
国
連
携
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
な
ど
、
現
下

の
林
政
一
般
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、

続
い
て
民
有
林
行
政
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
、
地
元
群
馬
県
の
取
組
に
つ
い
て
石
井

林
政
課
長
よ
り
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
目
午
前
中
は
、
よ
り
深
く
民
有
林

を
知
る
べ
く
群
馬
県
森
林
組
合
連
合
会
の

高
橋
指
導
課
長
よ
り
、
主
に
提
案
型
集
約

化
施
業
の
取
組
に
つ
い
て
、
ま
た
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
注
）
と
し
て
活
動
し
て

い
る
利
根
町
森
林
組
合
の
吉
野
氏
か
ら
は
、

実
際
の
民
有
林
施
業
等
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
注
）
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
は
、

森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ

い
た
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し
、
森
林
施

業
の
内
容
や
事
業
収
支
を
示
し
た
施
業
提

案
書
を
作
成
し
て
施
業
を
受
託
し
、
現
場

技
術
者
へ
の
作
業
内
容
の
指
示
か
ら
実
行

管
理
ま
で
を
行
う
者
。
（
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
協
会H

P

よ
り
抜
粋
）

こ
れ
ら
に
引
き
続
き
、
林
野
庁
が
力
を

入
れ
て
い
る
民
国
連
携
の
取
組
の
一
つ

「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
の
趣
旨
や
期
待

さ
れ
る
効
果
、
設
定
状
況
と
事
例
紹
介
等

に
つ
い
て
計
画
課
山
形
流
域
管
理
指
導
官

よ
り
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
講
義
を
踏
ま
え
て
、
い
よ

い
よ
２
日
目
午
後
か
ら
は
５
名
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
演
習
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。

演
習
テ
ー
マ
は
「
森
林
共
同
施
業
団
地

設
定
を
柱
と
し
た
構
想
を
対
外
的
に
提
案

す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
参
加
型
体

験
学
習
を
通
し
て
の
能
力
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
民
有
林
・
国
有
林
が
混
在

し
面
的
な
広
が
り
の
あ
る
地
域
を
題
材
に
、

民
国
一
体
と
な
っ
た
路
網
整
備
と
間
伐
施

業
の
長
期
的
な
計
画
・
構
想
を
策
定
し
、

地
域
の
関
係
者
に
対
し
て
理
解
・
協
力
を

得
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
、
と
い
う
流
れ
で
す
。

作
業
に
入
る
前
に
、
基
礎
知
識
と
し
て

林
業
専
用
道
を
主
と
し
た
路
網
整
備
や
作

業
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
、
間
伐
材
の
販
売

戦
略
等
に
関
す
る
技
術
的
な
解
説
を
販
売

課
松
本
企
画
官
よ
り
受
け
た
後
、
班
内
で

協
力
し
て
構
想
を
練
り
、
エ
ク
セ
ル
を
用

い
た
収
支
計
算
や
発
表
用
図
面
と
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
作
成
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
研
修
で
は
、
山
本
企
画
官
・
高

田
専
門
官
に
よ
り
“
伝
え
る
技
術
”
の
向

上
を
目
指
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関
す
る
講

義
と
実
践
も
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
発
表
は
、
相
手
を
地
域
の
民

有
林
関
係
者
と
仮
想
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
質
疑
応
答
も
“
役
”
に

な
り
き
っ
て
行
う
と
い
う
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

形
式
で
行
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
研
修
ス
タ
イ
ル
に
は
新
鮮
味

も
あ
り
、
“
良
い
場
数
”
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
演
習
で
は
技
術
的
な
知
見
を
学
ぶ

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
分
自
身
で

考
え
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
意
見
を
ま
と

め
上
げ
て
伝
え
る
、
と
い
う
過
程
の
中
で

様
々
な
発
見
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
業
務

に
活
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。今

後
も
、
出
来
れ
ば
中
身
の
伝
わ
り
や

す
い
研
修
名
に
衣
替
え
し
て
、
内
容
を
充

実
さ
せ
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
研
修
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
、
民
国
連
携
を
通
じ
て

地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
、
森
林
・
林
業

の
再
生
に
繋
が
る
有
意
義
な
取
組
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

（
森
林
技
術
普
及
専
門
官

高
田
悟
）
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